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本学では、「世界トップレベルの医学を地域へ」の理念に則り、有能な医学者・医師となる

ために必要な医学に関する基本的知識・技能と医の心とを教授し、医学の深奥を究め科学・文

化の発展と人類の福祉に寄与する医療人を育成することを教育理念として実践している。  

  医学科では、当該理念を熟知し、所定の年限に必要な単位を修得した上で、次の学修要件を

満たした者に対して学士（医学）の学位を授与する。  

１ 医学知識と問題対応能力  

  基本的な医学の知識を習得するとともに、常に問題意識をもって医学を探求する姿勢を有

し、症候・疾患・病態を深く理解し幅広く対応できる能力を身につけていること。  

２ 診療技能と医の心  

  基本的な臨床技能を習得するとともに、患者の肉体的な痛みや心の状態に配慮しながら、

適切な態度で診療できる能力を身につけていること。さらに地域保健・医療の重要性と地域

医療におけるチーム医療の実際を理解し、多職種間連携を通して医療人としての高い意識・

使命感を持っていること。  

３ コミュニケーション能力  

  患者と医師とがお互いに理解し合い問題を共有しながら解決することを目指し、医療内容

を分かりやすく説明するなど、患者とその家族との良好な関係を築くことができるコミュニ

ケーション能力を身につけていること。  

４ 科学的探究心  

  医学・医療を科学的にとらえることができ、その問題点を見出し解決するための研究の重

要性を十分に理解するとともに、将来的に研究倫理をふまえ世界的視野に立った研究を遂行

する素養と高い意欲を有していること。  

５ プロフェッショナリズム  

  生命及び人間の尊厳を重んじ、豊かな人間性と創造性を培いながら、人の命に深く関わり

健康を守るという医師・医学者の職責を十分に自覚し、信頼される安全な医療を実践できる

高い倫理観と問題解決能力を有し、チームの中での役割を見出し医療に取り組める能力を身

につけていること。  

６ 社会における医療の実践  

  地域社会はもとより、日本の医療のあり方や現状・課題を理解するとともに、これらを実

践するための基礎的素養を身につけていること。  

７ 国際的視野  

  国際社会における医療・健康についてその現状や課題を理解し、将来的に世界的な視野で

医学・医療を実践できる能力を身につけていること。  

８ 生涯にわたって学ぶ姿勢  

  医療の質の向上と医学の進歩のために絶えず省察し、他の医師・医療者・研究者とともに

研鑽しながら、生涯にわたって向上を続ける意欲と態度を有していること。  


